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●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●
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。
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　帯
たいじょうほうしん

状疱疹は、過去に水
すいとう

痘に罹
りかん

患し
た者が、加齢や過労、ストレスなど
による免疫力の低下により、体内に
潜伏する帯状疱疹ウイルスが再燃し
発症するものである。
　日本人では、50歳代から発症率が
高くなり、80歳までに３人に１人が
発症するといわれており、治療が長
引くケースや後遺症として痛みなど
の症状が残るケースもある。
　この帯状疱疹の発症予防のために、
ワクチンが有効とされているが、費
用が高額になることから接種を諦め
る高齢者も少なくない。
　帯状疱疹による神経の損傷によっ
て、その後も痛みが続く「帯状疱疹
後神経痛」と呼ばれる合併症に加え、
角膜炎、顔面神経麻痺、難聴などを
引き起こし、目や耳に障がいが残る
こともあるともいわれている。
　よって、本市議会は政府に対し、
一定の年齢以上の国民に対するワク
チンの有効性等を早急に確認し、帯
状疱疹ワクチンの助成制度の創設や
予防接種法に基づく定期接種化を強
く求める。

帯状疱疹ワクチンへの助成
並びに定期接種化を求める意見書

12月定例会　議案等の審議結果一覧

○令和５年定例会開会予定日○

２月定例会 ２月15日(水)
６月定例会 ６月９日(金)
９月定例会 ９月１日(金)
12月定例会 1２月１日(金)
※�上記は予定であり、事情により変更

される場合があります。
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議　案 第32号 市川市議会議員及び市川市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一
部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

33号 市川市個人情報の保護に関する法律の施行に関する条例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

34号 デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

35号 市川市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

36号 市川市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

37号 市川市立保育園の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

38号 市川市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

39号 令和４年度市川市一般会計補正予算（第７号）
（修正部分を除く） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第39号令和４年度市川市一般会計補正予算（第７号）に対する修正案 × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × 可　決

40号 令和４年度市川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

41号 令和４年度市川市下水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○議員提出

発　議 第10号
松井努議員（会派「緑風会」）に対し、地方自治法第１３２条に違反した責任を改
めて問うとともに、議員辞職を含め自らの責任の取り方を示すよう勧告する決議に
ついて（＊）

× ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × 可　決

第11号 市川市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第12号 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○請　願

請願第４ - 1号
携帯電話基地局を設置又は改造する時には事業者はその計画を地域住民等に対して
説明を行うこと及び設置済みの携帯電話基地局についてその事業者は地域住民等の
求めに応じて説明を行うことの 条例化を求める請願

× × × × △ × ○ × × × ○ × × 不採択

※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△
※（＊）については、議題の対象となった議員は、地方自治法第117条により除斥されたため、その議事に参与しません。
※議案の全文及び議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。

※○は会派代表者。　　※市議会では会派制をとり議会活動を行っています。なお、所属議員３人以上の会派を、議会運営委員の選出などができる交渉会派としています。
（この会派別議員名簿は令和５年１月27日現在のものです。）
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